
講題 聞思して遅慮することなかれ

大谷大学仏教公開セミナー

８月29日(木)

仏教とは何か、何が人間にとっての救いな

のか。親鸞聖人は問いをもって先達に尋ね続

けた人です。その親鸞聖人が私たちに呼びか

けているのが『教行信証』にある「聞思して

遅慮することなかれ」という言葉です。ここ

には問い続けることの大事さと、答えに腰を

おろすことの危うさが見据えられています。

親鸞聖人の御生涯を通して、「聞思」の実際

を考えたいと思います。

午後３時～５時(受付開始2時30分）
講 師 一楽真先生(大谷大学学長)

東本願寺 広島別院
広島市中区宝町4-16(竹屋公民館前)

082-241-5342

主催 大谷大学同窓会広島支部

天候等により、中止する場合があります。中止の場合は

大谷大学同窓会HPにてお知らせいたします。

いちらく・まこと

・1957 石川県生まれ

・専門は真宗学

・2000 大谷大学助教授

・2009 大谷大学教授

・2022 大谷大学第29代学長

・著書『親鸞入門』(東本願寺)

『阿弥陀経入門』(東本願寺)

『大無量寿経講義』(文栄堂）など

聴講料 1000円(当日受付）
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